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メラミン ･ホルムアルデヒド初期縮合物 とリン酸による防火処理*






































2 実 験 方 法
2･1 試験片
2･1･1 試験片の性質
ヒノキスライスドベニヤ :厚さ平均 0･32mm,比重平均0.42,年輪密度平均 9,含水率 (処
理時)9.77-10.18-10.64% である｡
折紙 :東洋折紙走性用 No･2で,その化学的性質はα･セルロース95%以上,灰分0.1%,
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メラミン :日本工業規格 JISK1531に合格する市販のメラミン1号で, 純度99.5% 以上
のものを純水にて3回再結晶したもの｡
リン酸 :85.0% H3PO4,比重 1.7の市販特級品
リン酸アンモニウム :3種 ともに市販特級品
































ス ドベニヤ,折紙ともに 165oC の家庭用アイロンを10秒間当てて試験片の形状を整え,105oC
の恒温乾燥終車においで恒量に到達させ,処理前後の絶乾重量の百分率で含浸率を示した｡
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試料は温度 80oC に調整されたアブデル-ルデソ乾燥器を用い, 3-5mmHgの減圧下で恒
量に達するまで乾煉 (4-5時間) した無水物重量を基準にして分析した｡








試料 0.02-0.04gを 300mlの共栓フラスコに入れ,50mlの水と0.1N ヨウ素溶液 25mlお























































































ブソゼソバ-ナ-ほ ドラフ ト中に設置した木製 (内側アスベス ト張 り)の 60cmx55cmx35
cm の箱の中において空気の流れに炎が影響されないようにした｡ この箱は下部側面に3カ所
の空気導入口を設け,上部は開口したままで排煙が容易であるようにした｡また前面はガラス
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Photo.3.Resultsofburningtestofuntreatedandtreatedspecimens.
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M4F の初期縮合物でメラミン 1molに対しリン酸 1molを加えた (以下 M/P-1/1と略
記する)MMP の水溶液で折紙を処理したときの浸漬時間と MMP の吸着率 (含浸率)の関
係を Fig.4に示した｡MMPが折紙に吸着されるのは時間の経過とともに徐々に増加するも
ー 1 9 --
















処理液中の縮合物 mol濃度と吸着率の関係を Fig.5に示す｡ この図は M/P比を1/1と
し,ホルムアルデヒドの mOl比を変えて処理した場合で, メチp-ル化が吸着にどのような
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子縮合物が セル ロースの水酸基 とアミノ基あるいは イ ミノ基 との 水素結合により吸着 され,
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(〕
20-30A のジメチp-ルメラミンの ダイマ-が セルp-スのミセル間隙に浸透していくもの
と推定している0本実験の折紙では添加されている1)ソ酸の影響すなわち MF と MMP との
構造上の相違も考えられるので すべて上と同様な挙動を示すとは断じ得ないが MMPが折紙
に吸着する機構は MF初期縮合物のそれに類似したものと考えられる,
ヒノキスライス ドベニヤにおいても MIF の吸着は多く,高メチロール化物では折紙ほどは




縮合物よりも低い MMPがヒノキスライス ドベニヤ,折紙いずれに対 しても最も高い吸着率
を示す｡このような低メチp-ル化物の吸着が高メチロール化合のそれに比較して高いことは
本 MMP処理の特徴の一つといえるが,その機構は不明である｡これはメラミン酸コロイ ド4)
を応用した MMP 生成の機構 を解明する上でも重要で,単に分子量の大小だけでなく,MMP
水溶液の性状 と吸着についても今後詳細な検討を必要 とする｡
3･1･3 MMP水溶液中の リン酸の影響
Fig.7に M4Fの MMP､でメラミン lmolに対しリン酸を 1/4,1/2,1, 2および 4mol
をそれぞれ加えた処理水溶液における mOl濃度と吸着率の関係を示した｡ メラミンに対する
1)ソ酸の mOl比によって相違はあるが, ここでも折紙,ヒノキスライス ドベニヤともに処理
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を 2-3molの比率としたものが最も良好な メラミン酸コロイ ドを生成するとされている (最
適 pH値は 1.5)｡メラミン酸コロイドはメチレソ結合で トリアジン環が10-20結合したもの
で,一般に縮合が線状に進むものとされている｡ トリアジン環 1つに対する酸の割合は1つ
で,mOl比の上では M/P-1/1の場合が理想的なメラミン酸コロイ ド樹脂を生成するものと




ここで市販の MFの初期縮合物 (M3Fで TMM と略記する) に対しリン酸の mOl濃度
を変えて処理した場合,折紙に吸着されるMMPの量を図示したものが Fig.8である｡これ
によると,高い mOl濃度の TMM ではリン酸の添加のない場合の方が わずかに吸着率が高
い,すなわち15-50% のTMM 水溶液では t)ソ酸が存在しない方が折紙への吸着がよく, リ
ン酸のmOl濃度を高めても吸着に大きな影響を与えていない｡一万,10%以下の TMM 水溶
液ではリン酸の添加によって吸着が促進されている｡同じ処理液を用い,厚さそれぞれ1.3mm
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止し得ず,発熱反応を伴なう熱分解により試験片全体に発炎燃焼を拡大することになる｡この























































つぎにヒノキスライス ドベニヤの浸漬時間と吸着率 および炭化長の関係を示したのが Fig.
13である｡ ヒノキスライス ドベニヤも5分間の浸演で M4Fの吸着は平衡に達し, それに準
じた防火性能が示されている｡
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Fig.14-1に示す MIFは Tablelの分析結果からもわかるように メチp-ル化の割合が
少なく,したがってメラミンそのものが多いためか折紙,ヒノキスライス ドベニヤともに30%
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MMP処理におけるリン酸の効果を検討するため市販の TMM を用い, その一定 mol濃
度の水溶液に対し リン酸の mol濃度を変えて折紙を処理した｡ その結果を Fig.16に示し
た｡この時の MMPの含浸率は Fig･9に示した通りであるが,TMM 単独の場合その含浸率





よりもリン酸添加の効果によるものと考えて良い｡すなわち TMM のmOl濃度が 0.50mol/1
-2･00mol/1(10･6%～43%水溶液)においてほ,リン酸 0･lmolを加える (0.98%H3PO3) だ
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Fig.17-3.Variation of fire-proofness Fig.17-4.Variation of fire-proofness
withadd-onMMP.(M/P-1/2,M4F) withadd-onMMP(M/P-1/4,M4F)
溶液で処理した場合でも 0.34mol/1のソリ酸を加えることによって 炭化長を 10cm 以下 とす
ることができる｡
メラミン lmolに対するリン酸の mOl比を 4.4:1,2:1,1:1(Fig.14-3),1:2および
1:4 とした MMP の含浸率 と防火効果の関係を示 したのが Fig･17-1-Fig･17-4である｡
これによると M/P比が 1以上の場合,すなわち .)ソに対する窒素の比率が高いものの方がバ
ラツキが少ない｡一方,M/P比が 1以下になると炭化長にかなりのバラツキが認められるが,
MMPが 5%未満の含浸率でも炭化長 10cm 以下のすぐれた防火効果を示す｡Fig･16に示す
市販の TMM 処理の場合も同じ傾向が認められる｡ ヒノキスライス ドベニヤでは M/P-1/4
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Fig･18･Relative are-proofingefrlCiencie30fwater-soluble ammonium and guanidine
phosphatesbasedoncharlength･
リン酸水素二アソモニウム処理と M/P比の異なった MMP(M4F)処理の防火性能を対比







ヒノキスライス ドベニヤでは MMP処理の方が M/P比に関係なくリン酸水素 =アンモニ
ゥムのそれよりすぐれた防火効果を示す｡これはヒノキが折紙 と比較して燃焼性の上でも,熱




解開始温度が 220oCであるのに対 し, リン酸を生成するこれら一連の処理を行なったもので
は熱分解開始温度が 220oCよりも低 く, 熱分解終了温度も低い, 従って各分解温度における
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酸の mOl濃度が 0.34mol/1以上であれば熱分解開始温度は 120-180oCで,リン酸水素二ア
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度をさらに注意深く細分調整して MMPの吸着をはかれば さら紅低い値が得 られるものと予
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るように MMP処理では M/F比より M/P比の影響が大きく, 燃焼阻止粧.*きな作用を示
すのは 1)ソ酸である｡-一万, 1)ソに対する窒素の比率は減少し,NUssELE2′)の述べでいるとこ
ろと相反するが,､NUssELEの提案するモノグアニル尿素より窒素量が多いことから,これらの
関係は今後なお研究を必要とする｡ Table4に示すように MMPはヒノキスライス ドベニヤ
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浸処理を行なうことができ,また,合板工業で広 く用いられているホッ トプレスでキュアリン
グすることができる｡
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